
クラスの様子 

 日に日に厳しい寒さも和らぎ、春の陽気を感じられるようになりました。 

 いよいよ今年度も残りわずかとなりました。この一年を振り返ると、一人ひとり

大きく、たくましく成長した姿に嬉しさを感じています。来年度に向けて、みんな

で少しずつ準備をしながら、残りの日々を思いっきり楽しんでいきたいと思います。 

 

※行事・活動の様子はホームページ「ようとう保育園」【ブログ】【ギャラリー】に掲載して

います。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

ふじ組 

 雪が降り、スコップで橋に積もった雪を除

雪したり、友だちと雪の冷たい感触を楽しみ

ました。透明のカップに入れ、色水をかけて

かき作りなど冬の自然を使った見立てあそび

をしたときには、色水が雪に染みていく不思

議さと美しさに感動する子も見られました。

「雪溶けてきたからかな？」「溶けたらジュー

スに変身だ！」と自分の思ったことを友だち

と共有してあそびが盛り上がりました。あそ

びの中で異年齢との交流もあり、年少児に大

縄跳びの順番を譲ったり、年長児と「田んぼ

の田」をして一緒に協力して鬼役を楽しんで

います。 

 進級に期待を持ち、一緒にあそびを楽しむ

機会を大切にしていきたいです。 

 

≪ねらい≫ 

春の訪れや生き物の変化に気づき、身近な自

然に興味や関心を持つ。 

 

うぐいす組 

 戸外ではそれぞれが気の合う友だち同

士、好きなあそびを楽しんでいます。泥だ

んごではピカピカの泥だんご、型抜きに挑

戦。以前まではさら砂をかけておしまいだ

ったのがツルツルに磨くという技を覚え、

手の平で丁寧に磨いて「ピカピカになっ

た！」と満足そうな表情が見られます。又、

お兄さんお姉さんの姿を見て、フープを使

って縄跳びのように飛んだり、大縄跳びを

飛んだりもしています。入室前にはクラス

皆でリレーにも挑戦。誰に渡すかを後ろの

人を見て「○○ちゃん」「○○くん」と確認

し、上手にバトンを渡すことができました。

あそびの中でもできなかったことが少しず

つできるようになり、日々成長が感じられ

ます。 

 

≪ねらい≫ 

身のまわりのことに自信を持って取り組

み、進級への喜びや期待を感じる。 
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さくら組 

 就学に向けておやつ後、幼児組前の廊下の

雑巾がけを始めました。 

 「小学校に行ったら自分たちで掃除するん

だよ！」と小学校への期待で胸がいっぱいな

子どもたちは、掃除へのやる気もいっぱいで

す。真っ白な雑巾が手の形に黒くなる様子に、

満足感を味わいながら毎日頑張って取り組ん

でいます。 

 卒園も間近になり、“卒園までにみんなでや

りたいこと”を聞くと沢山の意見が。ドッチ

ボールなどの普段のあそびから、お化け屋敷

を作りたい！などの楽しいアイディアも出て

きました。残り僅かなさくら組。やりたいこ

とを全部詰め込み、沢山思い出を作りたいと

思います。 

 

≪ねらい≫ 

年長児としての意識や誇りをもち、就学への

意欲や期待を高めながらさまざまな活動に取

り組む。 

 

行事予定 

1日 ひなまつり会 

8日 お別れパーティー 

15日 さくら組お別れ遠足 

21日 避難訓練 

23日 卒園式 

25日 修了式・クラス移動 

３月園だより 

つくし組 

 寒い日も暖かい日も戸外で元気に体を動

かしあそんでいます。一人での探索がまだま

だ盛んではありますが、友だちを見つけては

自然と集まり、同じことであそぶ姿も見られ

るようになってきました。友だちとの関わり

が増えてきたことにより、物の取り合いなど

のトラブルもありますが、保育士が仲立ちと

なりながら思いを汲みとって伝え、関わり方

を知らせているところです。 

喃語や片言、仕草や態度で自分の思いを伝

えようとするようにもなり、笑う・泣く・怒

る、といった感情表現が豊かになってきまし

た。一人ひとりの要求や欲求を満たしなが

ら、残り１ヶ月楽しく過ごしていきたいと思

います。 

 

≪ねらい≫ 

あそびや生活を通して、他児との関わりを楽

しむ。 

たんぽぽ組 

一月下旬より高月齢児はパジャマを着て午

睡をするようになりました。パジャマ袋から

パジャマを取り出し自分で着ようとしたり難

しい所は保育士とパジャマを持ち、着たりし

ています。低月齢児はズボンに足を入れるこ

とはできてもお尻まで上げることが出来ず

「お尻」と上げられないことを知らせてきた

り、やって欲しいと訴えてくることもありま

す。衣服の着脱に時間がかかってしまったり

前後反対に着てしまうこともありますが、子

どもたちが頑張っている姿を見て成長を感じ

ます。 

 進級まであとわずかですが、〝自分で〟と

いう気持ちを大切にしながら過ごして行きた

いと思います。 

 

≪ねらい≫ 

保育士や友だちと簡単な言葉のやりとりや一

緒にあそぶことを楽しむ。 

つばめ組 

 「むっくりくまさん」や「しっぽ取り」

などルールのあるあそびを以前は保育士

から誘って行うことが多かったのですが、

最近では子どもたちの方から「やりたい」

「やろうよ」と伝えにくることが増えてき

ました。繰り返しあそぶ中で、少しずつル

ールを身につけ皆であそぶことの楽しさ

を味わっています。 

 また、衣服の裏返しを自分で直したり、

前後を気にしながら着たりと身のまわり

のことを意欲的に取り組むようになって

きました。できることを増やし、自分でで

きる喜びや進級への期待を感じながら残

り１カ月過ごして行きたいと思います。 

≪ねらい≫ 

進級に向けて、期待や喜びをもって過ご

す。 

 


